
研修手帳の記入上の注意

研修プログラム認定委員会

研修の目標

• 8つのコアコンピテンシ ー

1. 基礎的な臨床能力

2. 分析評価能力

3. 課題解決能力

4. コミュニケ ー ション能力

5. パ ー トナ ー シップの構築能力

6. 教育・指導能力

7. 研究推進と成果の還元能力

8. 倫理的行動能力



・専門知識 ➔ 基本プログラムで対応
1. 公衆衛生総論
2. 保健医療政策
3. 疫学・医学統計学
4. 行動科学
5. 組織経営・管理
6. 健康危機管理
7. 環境・産業保健

学会総会時等での集合教育
Eーラ ー ニングでの受講

・ 専門技能

1. 社会的疾病管理能力

•個人や集団における様々な疾患や健康障害について、医学的知識に基づいて、予防・事後措
置のための判断を行うことができるなど、社会的に管理する技能（感染症診査協議会での診
査、新興 ・ 再興感染症疑似症患者の診断、精神障害者への対応、食中毒発生時の初動判断、
化学物質等の環境因子による健康影轡への対応、ストレス関連疾患に対する予防措置、高血
圧・糖尿病 ・ 脂質異常症等の診断に基づく保健師等への指示など）

2. 健康危機管理能力

•感染症、食中毒、自然災害、事故等によって、住民（職域においては労働者）の健康に危機
が差し迫っている又は発生した状況において、状況の把握、優先順位の決定、解決策の実行
等の組織的努力を通して、危機を回避または影響を最小化する技能

3. 医療・保健資源調整能力

•保健医療体制整備、災害対応、感染症対策、作業関連疾患対策、生活習慣病対策等における
課題解決のために、地域や職域、医療機関等に存在する医療・保健資源（人材、施設 ・ 設備、
財源、システム、情報等）を関係者・関係機関と連携しながら計画的に調整、活用する技能



・学問的姿勢

・医師としての倫理性、 社会性
• 本領域の専門医に求められる行動

• 主体者は、 住民、 労働者、 患者等の個人や行政機関、 企業、 医療機関等の組織
であることを意識して行動する。

・ 専門職であることと所属組織の一員であることを両立させる。

・ 科学的判断に基づき専門職として独立的な立場で誠実に業務を進める。

・ 個人情報の管理と知る権利の確保の両立に心がける。

・ 住民等の個人を対象とすると同時に、 集団の健康および組織体の健全な運営の
推進を考慮し、 総合的な健康を追求する。

・ 職業上のリスクおよびその予防法についての新知見は、 主体者に通知する。

• 関連領域の専門家に助言を求める姿勢を持つ。

・ 研究の実施においては、 倫理への配慮および利益相反の開示に努め、 計画およ
び遂行する。

研修内容

・基本プログラム

• 実践現場における学習

・学術活動

・自己学習



実践現場における学習
専門研修において経験すべき課題、 課題解決のためのプロセス

1. 総括的な課題（全項目の経験が必須）
•組織マネジメント
• プロジェクトマネジメント
• プロセスマネジメント
•医療・健康情報の管理
•保健・医療・福祉サ ー ビスの評価
•疫学・統計学的アプロ ー チ

2. 各論的な課題（分類に関わらず全2 2項目中3項目の経験が必須）
1)保健対策

i. 経験すべき課題

母子保健（項目1)、 学校保健（項目2)、 成人・高齢者保健（項目3)精神保健（項目4)、 歯科保健（項目5)健康づくり（項目6)

2)疾病・障害者対策
感染症対策（項目7) 、 生活習慣病対策（項目s) 、 難病対策（項目9) 、 要援護高齢者・障害者対策（項目10)

3)環境衛生管理
生活環境衛生（項目11)、 地域環境衛生（項目12)、 職場環境衛生（項目13)

4)健康危機管理
パンデミック対策（項目14)、 大規模災害対策（項目15)、 有害要因の曝露予防・健康障害対策（項目16)、 テロ対策（項目17)、

事故予防・事故対策（項目18)

5) 医療・健康関連システム管理
保健医療サービスの安全および質の管理（項目19)、 ケアプロセスや運営システムの評価・改善（項目20)、 医療情報システムの

管理（項目21)、 医薬品・化学物質の管理（項目22)

専門研修において経験すべき課題、 課題解決のためのプロセス
ii 経験すべき課願解決のためのプロセス

社会医学を専門とする医師は、 ①個人や集団における様々な疾患や健康障害について， 医学的知

識に基づいて， 予防 ・事後措置のための判断を行うことができる技能（社会的疾病管理能力）、 ②
感染症や自然災害等によって， 住民等の健康に差し迫った危機を回避または影響を最小化する技能

（健康危機管理能力）、 ③保健医療体制整備， 生活習慣病対策等における課題解決のために医
療・保健資源を関係者と連携しながら計画的に調整，活用する技能（医療・保健資源調整能力）を

有することが求められる。

これらの技能を獲得するために、 経験すべき各課題に対して、 健康状態を含む個人に関する情報、

個人の集合体である集団に関する情報、 個人が生活や就労する環境に関する情報等を様々な方法で
収 した上で 年 を分木し 解；のための吾画を立 し 実守するといったプロセスを経験する

ことが必要である。

解決策には、 リスクを有する個へのアプロ ー チおよび集団や環境へのアプロ ー チがあり、 これら

をバランスよく経験するとともに、 リスクを低減するなどして予防的に対処するリスクマネジメン

ト手法に加えて、 問題が発生した際に影響を最小化するクライシスマネジメント手法を身に付ける

ことが必要である。

また、 課題を解決するためには、 計画の実行状況や目標の達成状況を評価し、 評価結果に基づい
て継続的に改善を図ることが必要である。 すなわち、 課題に対して、 計画 ・ 実施 ・ 評価・改善の一

連のプロセスを経験することが求められる。



研修計画

専攻医番号 17-170000 
専攻医a;;-o +I:u: ,.,. 

研ぼ年 2017年/2018年

担当指導医（主な者 い 公衆 ・飢
公衆衛生総雄公衆衛生学会
保健医僚政策E-ラーニング
疫学・医学統計学E-ラーニング

基本ブログラム
※受講予定の研修分野の記戟等

「行政・地域」
（総括）ブロジェクトマネジメント
・感染症対策として課題を抽出し,Iii
策を企回立案する．

実践現場での学習：主分野 （各論）保鍵対策 、 医療・健廉閲運シ
※経験を予定している課絹について、 総 ステム管理
括的な課題と各論的な課題に分けて 課 ・地填連携 、 地域包括医痕システム
題の内容、 情報収集・分析 、 解決方法に に関する会講・研修に参加する。
ついて、 記戟する。

副分野名：産集・環墳
（各檎）職場環填衛生
・連携機閲で闊催される産集保fll
ケースカンファレンスに参加する．

実践現場での学習＇引分野1
※経験を予定している研修内容につい
て記載する。

基本プログラム

• 7科目 (7 コマ／科目）

・受講方法
・学会開催時の集合教育
• E-ラ ー ニング

・公衆衛生大学院等におけるプログラム

基本ブログラム受講記録

科目 内容タイトル

歴 から見た公衆衛生行政
公、！衛生の概念行政の仕紺みと法規

,_ 9 贔•-=

公衆衛生総論 公、！衛生碩究扱捻
m の公衆衛生課穎とその短決
グローパル・ヘルス
公衆衛生活動における医師の役削と人材開発

I保健医t政簑扱論
社会保l '""'1 
社会保1 1覧層2

保健医復政策 保健医 ＂わ竺久紐1
保陰医 ！政策各誌2
医僚改 の勁向

．のIt固

ブログラム主催
団体名

日に公、 ＾生学会
日本公 一生学会
日 公 ｀生学会
日 公、 一生学会
日 公 ;lt, 竺さ企

日 公 一生学会
日本公衆衛生学会

Eーラー ング
Eーラー ング
E—ラ ング
E-, ング
E-,· ーング
E-,; ー ーング
E-'う� ーング

受講年月日

2017/9/15 
2017/9/15 
2017/9/15 
2017/9/15 
2017/9/15 
2017/9/15 
2017/9/15 
2018/5/1 
2018/5/1 
2018/5/2 
2018/5/2 
5018/5/2 
2018/5/3 
2018/5/3 

偏考



実践現場における学芦
rー→ 課題名に呼応するように、

実施した内容が具体的にわ
かるように記載するように

実践現場における学習総請的な課題 l する。

謀＂名
実詑開始日1実抱終了B

澳1ti場所 亀実諾櫨閲名等 内容 専門医試験における面接で
は、 この内容を更に踏み込
んで聞くことになるので、
経験内容や状況がわかるよ
うに、 また簡潔に記賊する。

・プロジェクトマネジメント 2017/9/il 201812128100保健所

実践現場における学習各捨的な課題

科目 項目 分野

Olli填衛生讐屋（項011-1') •1111填衝生（項目1') 塵纂II填

3) II墳衡生曾理（項目11-13) ●場11填衡生（項目13) 慮婁·II填

学術活動

学術活動

腎冨『-

実憶開始B

00保健所長とめ填における感染匠対策ネット
ワークの構簗の企国立稟を行った． 基IIとなる匿
痘撮闘にネットワーク＂藁についての意見交換を
饂別に実信し.11'1!1へのフィードバックを行い、 基
幹となる医霞橿闘へのネットワー クヘの参加のIT
け及びネットワーク構聾に関する鯰慎会を通じた
コンセンサス形成と課題の洗い出しを冥箕した． そ
の絨． 填内の全鋼院に向けて講濱会を開催すぺ
く、 事務局として準償を行った． 慎清会の給に参i、
看に対してネットワー クについての意見を募集す
ると共に ． 欠窯看に資料事の送付と鸞見の募集を
行った．

:aR 
実籟場所、 実搾橿関名等

実籍籟7B
実籟内喜（具体的に書いてください）

2017/10/11 2017/10/11 00エ累株式会社 量顕診断におけるバニックUのは定及びエスカレーションルールにつ
いてを鑓B櫨舅と事婁It渡の間で検計した．

作集中に重臼渇失発1乍によって発生した転倒事故の再只防止につい
2017/11/11 2017/11/11 00エ婁株式会社 て検計した．

来年から導入予定の新規ぼ用の絹Uの危該布喜性11111を行った．

種別
宰怖�E 日日

実施場所、実施機関名等 内容
実施開始日 実施終了日

学部生や大学院生等教 日本医師会認定産業医研修会
育・指導 2017/11/17 2017/11/17 00医師会 「公衆衛生行政と産業保健！講師

学術研究実施 2017/9/20 2017/9/20 XX県市民ホール 00学会「△△△△の質的分析Jポスタ一発表

学部生や大学院生等教t 2018/9/8 2018/9/12 00保健所 学部学生の保健所研修の受け入れ

住民やその他利害関係
者への情報発信 2017/12/16 2017/12/16 OX市教育会館 公開市民講演：今日の感染症対策講師



自己評価
自己評価の記録(1)

専攻甑晉号 修17・170000
守9---"U T..L:n A民i

評価項目 遍いと●●ヽコ

公喪衛生総はは予定通りに受己できた．

保僅医霞政嬢． 疫学・医学絞It学は違休中に分劉してEうーニングで

基本ブログラム 受謂し． 受1l1記録を作成した．

※修了した研修分野の記霞等

実践現場での学習．主分野 進診内害 Ill染庄対繁の課題として地填ネットワークの構築をmり上

※経験した鰈即こついて. IS括的な課 げ、 ステークホルダー等と震見交険、 鯰捻会を通じて鰈且の檜出ができ

題と各鯰的な鰈＂に分けて 鰈Dの内 た．

容、 情轍収集・分析、 ＂決方法につい
て、 記霰する．

11分野名：崖稟·環墳
遺捗内容： 月1から2回関催される産票保億に関するカンファレンスに

実践現場での学習.11分野1 参加できた．また、 年桟半からは化学物賃の危該有害性評価において

※経験した研修内容について記穀する．

文献的検討などを分t!!担当できるようになった．

｀＇分野名：医僚
進診内喜： 地填包括医111システムにおける健廉情義の政扱い勲達会

実U現湯での学習11分野2 に参加した．

※経験した研修内容について記駐する．

ltl!I過りに学会鰻角医師会でのIll師、 学部学生の実習における指導
などを行った．

学術活勤
※研究テーマ、 研究の進診 、 学会発表
等、 活勤状況について記1!.する．

1 担当指導医コメント

妻素指導医のコメントを記入する場合
は． コメントの桟に記入した指導医氏名
を記戟してください．

担当指導医記入B

担当指導医氏名

集務においては積極的であり 、 感染症対策ネットワーク企国の基本的な
慣想の駐りまとめ及び基幹病院との意見慎畏など、 マネジメント蛇力は
1年の間にめざましく向上した．ただし、 経験できていない分野の知“な
どには不十分な点が見られることから、 研修n間中にできるだけ多くの
テーマを担当するように動めることが望ましい．

2018/3/25 

公急ニ


